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野生鳥獣による農作物被害額は１５６億円（令和４年度）

全体の約７割がシカ、イノシシ、サル

捕獲対策に力を入れてきたことに
より、ここ数年の農業被害は150
億円程度で横ばい状態にある

＜農作物被害額の推移＞

出典：「全国の野生鳥獣による
農作物被害状況について」（農林水産省）
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※端数切り捨ての関係で合計が一致しない

野生鳥獣による農作物の被害



※四捨五入のため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合がある。（一致しない場合に注書きに追加）
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14万頭

72万頭

15万頭

57万頭

被害防止等を目的とした許可に基づく捕獲
（指定管理鳥獣捕獲等事業を含む）

狩猟による捕獲

〇 シカの捕獲頭数推移

（捕獲頭数）
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狩猟による捕獲

被害防止等を目的とした許可に基づく捕獲
（指定管理鳥獣捕獲等事業を含む）

15万頭

10万頭

5万頭

59万頭

10万頭

49万頭

〇 イノシシの捕獲頭数推移

シカ・イノシシの捕獲頭数の推移（環境省調べ）



野生鳥獣被害ならびに被害対策の今後（予測）

日本の野生鳥獣対策の未来は非常に厳しい

・加害鳥獣の増加
ツキノワグマやヒグマによる人的被害
アライグマやキョン等、外来種による家屋・農作物被害
温暖化によるイノシシ・ニホンジカの生息域拡大

・対策予算の減少
人口減少社会に突入した日本は税収が減少
鳥獣対策に予算を回すことが難しくなっている

・捕獲従事者（ハンター）の減少
狩猟への意識変化（動物を殺すことは悪いこと）
趣味の多様化により捕獲従事者が減少の一途をたどっている



日本の野生鳥獣被害ならびに被害対策の今後

鳥獣駆除は危険・心労を伴う特殊技術。
活動に伴った対価（利益）を払わなければ、誰もやらない。
「予算が無いから仕方がない」ではなく「予算をどうやって作るか」
「捕獲従事者の負担をどう減らすか」を考え、実行する事が重要！！



平成22年以前に小諸市で行われてきた野生鳥獣対策
1：侵入防止柵設置の際の金銭的なサポート

・農地を守るため、市民が設置する侵入防止柵購入費の一部を補助

2：地元猟友会への許可捕獲委託事業

・猟友会に対し、委託料を支払うことで許可捕獲を行ってもらう

大型獣…10,000円/頭 中型獣…2,000円/頭 鳥類…400円/羽

活動費…400円/日（活動日数は自己申告）

小諸市の状況変化
1：加害獣の増加

・元来、生息数の少なかった動物（シカ・サル・ハクビシン）が増加

2：税収の減少

・44,784人（平成21年）⇒42,344（平成31年）：約5％の人口減少

3：捕獲従事者（小諸市猟友会員）の減少

・約250人（昭和50年代）⇒102人（平成20年）⇒40人（令和元年）

従来の野生鳥獣対策では鳥獣被害を抑えることが困難
特に、捕獲従事者（猟友会）不足は深刻



人員不足

・高齢化よる会員の減少、駆除活動への不参加

野生鳥獣対策（許可捕獲）に対する意識のズレ

・許可捕獲を狩猟期間延長程度で考えている会員も存在する

イノシシばかり狙って他の加害獣の捕獲を行わない

・縄張り意識が強く、誰がどの場所にワナを設置するかで、

調整をつけるのが難しい

法律順守に対する意識が希薄

・錯誤捕獲が発生しても放獣を行わない

・捕獲後の処理を適正に行わない（山林への不法投棄）

・実績報告書の不正（捕獲頭数の水増し）

猟友会依存型（有償ボランティア）の鳥獣対策の問題

猟友会以外に依頼する相手が存在しないことから、猟友会に
対して、強く指導することが難しい



長野県小諸市の鳥獣対策

【有害鳥獣駆除を猟友会に業務委託】
猟友会主体の鳥獣対策

行政主体（実施隊）の鳥獣対策

捕獲体制の変更により、小諸市の農業を守る
持続可能な（Sustainable）鳥獣対策の実現を図った

猟友会への許可捕獲事業委託を廃止

ただし、猟友会から実施隊へ名前が変わるだけでは駄目
捕獲従事者の処遇向上・負担軽減は必須となる



許可捕獲に係わる捕獲従事者の利益と損失

利益
・捕獲活動報酬・狩猟欲・地域住民からの感謝

損失
・時間・体力・怪我・捕獲従事者間での揉め事

利益が損失を上回るような環境を作る

予算の関係上、利益を大きくすることは限界がある
損失を小さくすることが出来るかがカギになる

高齢化・減少する捕獲従事者の負担を如何に減らすか



小諸市鳥獣被害対策実施隊（旧実施隊）の結成

狩猟免許を取得しても、市職員に出来ることは限られる
（特に大型獣の捕獲は出来ない）

猟友会と旧実施隊の分業体制（平成23年度~平成26年度）

猟友会（業務委託）

銃器・ククリ罠による

大型獣の捕獲

旧実施隊：市役所職員

中型獣の捕獲

猟友会の補助（運搬・埋設）など

狩猟免状を取得した市職員による「小諸市鳥獣被害対策実施隊
（旧実施隊）」を平成23年に結成

共に鳥獣対策を行っていく中で、許可捕獲の意味や
今後の小諸市の鳥獣対策の在り方について意思疎通を図り

新たな実施隊への体制変更を説明した



実施隊（自治体主体）による鳥獣対策への変更

令和5年度の実施隊構成

・統括責任者（農林課長：1名）

・実施隊隊長（専門員：1名）

・捕獲部（狩猟免許所持者：53名）

・麻酔部（獣医師：2名）

・研究部（研究者：2名）

・事務局（市職員：4名）

平成27年 小諸市野生鳥獣対策実施隊を編成
駆除を実施隊（特別職非常勤公務員）が行う

報酬の増額や報酬支払の明確化を実施

猟友会委託 大型獣捕獲：10,000円を猟友会に支払う
↓

実施隊員 大型獣捕獲：18,000円を個人口座に振り込む



高齢化・減少する捕獲従事者の負担を如何に減らすか

損益
・時間・体力・怪我

ICTの活用により見回り作業の頻度を減らすことが出来る



罠作動発信機（ICT機器）の購入ならびに貸与

見回り作業軽減のため、実施隊員に罠作動受発信機を貸与

機器の購入には鳥獣被害防止総合対策交付金を活用

近距離用（畑の周りなど） 見回り困難地 （浅間山鳥獣保護区など）

貸与したのは近距離用発信機を1人5台（受信機1台）



罠作動発信機の効果と課題

・捕獲従事者の負担が格段に減少した
・罠に動物がかかっていることが分かっているので怪我するリスクが減少
・罠にかかった動物のストレス・怪我を軽減させる

欠点：通信型の場合、毎年通信費が必要になるが、予算化するのが面倒



捕獲体制の変更により捕獲数増加と被害軽減を実現

平成28年度 鳥獣対策優良活動表彰（被害防止部門）
農林水産大臣賞を受賞

実施隊への移行によるその他のメリット
・データや駆除個体が行政に集約されるため、環境教育や基礎科学へ貢献すること
が可能

・捕獲従事者が減少しても、捕獲体制や方法を工夫すれば、被害を減少させる
ことが出来ることを実証した

しかし、このままでは鳥獣対策を継続することは出来ない



鹿の有効活用と経費削減に向けて



捕獲数増加と被害軽減を実現した事による弊害

市が負担する鳥獣対策費用が増加
●捕獲報償費 増（18,000円/頭×311頭【Ｈ28】＝鹿だけで560万円）

●個体処分費 増（約45kg×270円×311頭＝378万円：鹿の処分費【推定値】）

捕獲個体を小諸市営動物園 飼育動物の
飼料とする取り組みを行っていたが…
鹿が多すぎて、ライオンも食べきれない

鳥獣対策費の高騰により
持続可能な鳥獣対策が出来ない恐れ

鳥獣対策のコスト削減が求められる

捕獲意欲を維持するためには報償費は下げられない
個体処分費を削減するしか方法は無い！！



鹿の有効活用と経費の削減に向けて

小諸市産鹿肉ペットフード（KP商品）の売り
①衛生管理の行き届いた加工施設
【保健所と共に設計した食用としても販売可能な加工施設】

②科学的根拠に基づいた鹿肉ペットフードの開発
【麻布大学獣医学部による商品の臨床試験の実施】

③商品が作られた背景のPR
【ジビエペットフードの利用が野生鳥獣被害対策に繋がる】

小諸市産鹿肉ペットフード開発を提案

駆除個体を商品化し、処理費の軽減を図る

・処分費削減には、個体や部位の高い利用率が求められる
・高い利用率とするためには、食用ジビエよりもペットフード
への商品化が適している

・小規模生産のためコスト削減が難しい（商品価格が高い）
・ジビエペットフード購入層は、品質への意識が高い方が多い



長野県小諸市（自治体）がジビエペットフードを製造するのは何故か？

長野県小諸市は、平成27年度に約6,000万円を費やし、ニホンジカ
の解体施設（小諸市野生鳥獣商品化施設）を整備し、ジビエペット
フードの製造・販売を開始した。

解体施設 外観 二次処理室



小諸市野生鳥獣商品化施設の整備

地方創生推進型交付金：5,000万円
建物の建設・改修 ：2,500万円
  保健所と共同で設計、食肉処理業・食肉販売業の認定を受ける
備品の購入 ：2,500万円
・保冷2ｔトラック  ・金属検出器   ・放射線量検出器
・包丁・まな板殺菌庫・大型冷蔵庫   ・急速冷凍庫
・真空包装機 ・ミンチ機        ・高圧洗浄機
・オゾン水生成器      ・電解水生成器  ・大型低温乾燥機
・高温乾燥機（コンベクションオーブン） など

小諸市単独予算 ：約1,000万円
土地購入費          ：1,000万円
長野県東信犬等管理所（長野県所有）を、建物ごと購入

事業運営開始にかかった経費は約6,000万円

詳しくは現地説明で



1：捕獲者が施設へ搬入
2：施設で搬入記録
記録している内容
捕獲日 捕獲団体
捕獲自治体 捕獲場所
種名 体重 個体識別番号
性別 確認者

解体の流れ（受入・データ管理）

解体施設に常備された
スマートフォンで撮影すると
自動的にクラウド上に画像が
配信され、画像データを基に
市役所が情報を管理する

リアルタイムで搬入状況が確認できる



筋肉の一部を摘出し放射線量測定機にて線量を全頭検査

・規定値以上（100Bq/Ｋｇ）の場合は、個体をすべて破棄

放射線量検査をクリアした鹿は解体の行程へ
解体は信州ジビエガイドラインに沿って実施

左：金属検出器 右：放射線量測定器 放射線量測定結果

解体の流れ（放射線量検査・異物混入検査）



冷凍肉の製造

冷凍肉商品

・カット肉・ミンチ肉

・心臓・肝臓・骨 など

ペットフードメーカーが

原材料として購入



オリジナルブランド商品

の製造・販売

ジャーキー類は施設にて製造

ウエットフード・ドライフード

原料を提供し、製造は外部民間

業者へ委託



運営状況

・搬入する自治体が増加し、利用頭数が安定してきている
・事業売上は年々増加している（個体単価が上がっている）
・安定した運営（黒字）を見込める状況となった

年度 H28（初年度） H29 H30 R1

利用頭数 276 598 902 1,519

搬入自治体数 1 2 3 4

事業売上 ¥1,335,084 ¥7,288,204 ¥15,611,611 ¥23,721,468

事業損益 ¥-3,619,516 ¥-2,524,702 ¥1,536,813 ¥-151,990

年度 R2 R3 R4 R5

利用頭数 1,427 1,597 1,369 1,462

搬入自治体数 4 5 7 7

事業売上 ¥35,413,311 ¥36,601,917 ¥37,182,285 ¥40,410,842

事業損益 ¥7,201,371 ¥327,091 ¥2,755,771 ¥2,264,215

商品化事業を行う事により、駆除活動を持続して行える可能性が上がった



最後に

捕獲従事者を確保し、一定の捕獲圧を維持できるようにすることが大切

・捕獲従事者は「猟友会」でも「実施隊」でも「民間業者」でもよいが、リスクマネジメントとし

て複数の依頼先を持っておいたほうが良い。

ICT機器の利用は、人材が不足する鳥獣対策において有効な機器となる

捕獲が進めば進むほど、対策費用が高騰する

・対策費用を確保するための方法を考えないと、金が無いから鳥獣対策が出来なくなる

状況に陥る

農林水産省の交付金があるうちに先手を打って取り組まないと手の打ちようが無くなります

皆さんが危機感と新しい発想をもって鳥獣対策に取り組むことを期待しています。
ご清聴 ありがとうございました。

合同会社 生物資源利活用研究所
代表 竹下 毅
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